

































首」とあり。料紙、斐紙。毎半葉一二行、字面高さ、約一三・四糎。一首二行書、歌題を約三字下げに記す。墨付、三折六六丁（第一括：五紙二八丁、第二括：一五紙三〇丁 第 括：六紙八丁） 。清輔による本奥書あり（
65ウ〜





陵部蔵本（一五五 ・ 一八〇） 、大阪青山短期大学蔵・伝後光厳院筆本、国立公文書館内閣文庫蔵本（二 二・六一 が知られる。














































































































































































































































































「不聞」 ： 「未 」「驚」 ： 「驚
 駭







































































































「不如」 ： 「如」の副表題、 「不足」 ： 「不与」「為」 ： 為
 作

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たか秋に らぬも ゆ 女郎花
 なと色に出ゝまたきうつろふ
萩
　
露
ニ散
432 
1119 
この比のあきかせ寒み
き
萩の花
 ちらす白つゆをきにけらしな
槿
　
夕咲」
（
58ウ）
433 
1120 
あさかほは朝露をきてさくといへと
 ゆふかけにこそさきまさりけれ
紫苑
　
題不明
③うのはなの
 ④うくもきてとふ
 
⑤人のなきかな［歌題］紅葉不匂①もみち葉は
 ②匂ひはしけし
 ③しかれとも
 
④つ
れま
な
くしの木
軒
を
 ⑤たをりかさらん
［歌題］宇津呂布⑤ときの露けさ④にしきをきぬも［作者］ナシ⑤たれかな
た
をりし
③やえ
つイ
をた
に
も
 ④いまもわかせこ
 
⑤みつゝしのか
は
ん
［歌題］女郎花宇津古
ろ
布［作者］ナシ
④なに色にいてゝ［歌題］萩露散②秋かせさむみ
 ⑤をきにけらしも
［歌題］槿夕散
發
③さくといへは
と
一〇六
434 
1121 
秋のゝに色なき露はをきしかと
 わかむらさきに花はそみにき
龍膽
　
題不明
435 
1122 
した草のはなをみつれは紫に
 秋さへふかくなりにけるかな
菊
　
菊散
 
業平
436 
1123 
うつしうへて秋なき時やさかさらん
 花こそかれめ
下
ねさへち
上
らめや」
（
59オ）
菅
　
菅根乱
437 
1124 
いなといへは ひむやわかせすかのねの
 思ひ乱て恋つゝやあらん
苔
　
木葉生
438 
1125 
あたへ行をすての山の槙のはも
 久しくみねはこけおひにけり
花
　
題不明
439 
1126 
よと川のみなそこさへに照るまてに
 みかさの山はさきにける哉
花下紐
 
藤惟成
440 
1127 
いつしかとゆきてやはみぬ秋のゝの」
（
59ウ）
花のしたひもとけはてぬらん
山
　
筑波祢
ノ山
441 
1128 
つくはねの山のふもとに住人
 このもかのもに秋をみるらむ
川
　
伊曽
442 
1129 
さゝれなみうきてなかるゝ初瀬川
 よるへきいそのなきかわひしさ
池
　
同
［和歌］ナシ［歌題］ナシ①うつしうへは
 ④花こそちらめ
 
⑤ねさへかれめや②しお
（ママ）
むやはかせ
 ⑤こひつゝもあらん
［歌題］苔木
槙
葉生
①い
よイ
とかはの
 ③てるまては
にイ
 ④三笠の山も
はイ
②ゆきてや◦
は
みぬ
［歌題］山筑波祢山①さゝ波に［歌題］池伊曽
鶴見大学図書館蔵清輔奥書本『和歌一字抄』翻刻
一〇七
443 
1130 
君か家のいけの白浪いそによせて
 しは〳〵見ともあかぬきみかな
海
　
輪多
ノ底
　
古久」
（
60オ）
444 
1131 
わたの底おきこく舟をへによせむ
 風もふかぬか浪もたゝすて
輪多津海之手
445 
1132 
わたつみのてにまきもたる玉故に
 いそのうらはにあさるつる哉
浪
　
水底波
 
山邊御井
446 
1133 
みなそこのおきつ白波たつた山
 いつかこえなむいもかあたりを
釼
　
玉釼
447 
1134 
たまたちをまきぬるいもかあらはこそ
 よのなかけくもうれしかるへき」
（
60ウ）
弓
　
絃寸久
448 
1135 
みちのくのあ の ゆみつるすけ
 ひかはか人 われをことなさむ
簾
　
玉簾
　
無簾
449 
1137 
たまたれのあみめ まより吹風の
 さむくはそへていれん思ひを
枕
　
船路草枕
450 
1138 
あをによしならの都にゆく人も哉
 くさまくらたひゆく舟のとまりつけんに
獨寝手枕
451 
1139 
ひとりぬるわか手枕をひるはほし」
（
61オ）
よるはぬらしていくよへぬらむ
紐
　
紐緒
④しはし
（ママ）
みとも
⑤波もたゝすく
て
［歌題］輪多津海手①わたつうみの
 ③玉ゆへ
らイ
に
⑤あさりするかな［作者］ナシ④いつかこえけ
な
ん
 ⑤いもかあたりみん
［歌題］ナシ［和歌］ナシ②ならの都に行人もかも
 ③草の枕
 
⑥とまりつけ南④よるはくらして
一〇八
452 
1140 
白妙の我ひものをのたえぬ間に
 こひむすひたりあはん日まてに
鬘
　
紫色
453 
1141 
紫のいろのかつらを花かはに
 けふみむ人にのちこひんかも
雑〻
　
荒玉月
454 
1150 
秋はきの下葉もみつるあ 玉の
 月のつゆけは風はやきかも
荒玉無年
 
無名」
（
61ウ）
455 
1151 
またあかぬ程にわかれしあら玉の
 恋しきかけそこよひこそ見れ
袖返見夢
456 
1152 
白妙のそて打かへしこふれはか
 いもかすかたのゆめにしみゆる
鼻比弖見人
457 
1153 
まゆねかきはなひゝもとき待らんか
 いつしかみむと恋くるわれを
遠地
458 
1154 
この比はこひつもあらむ玉くしけ
 あけてをちよそすくなかりける」
（
62オ）
左〻浪比良
 凢證哥書不注之
以江州稱左〻浪
　
459 
1155 
さゝ波やひらの山風うみふけは
 釣するあまの袖かへるみゆ
伊曽神奈良
 
大輔
460 
1156 
いそのかみならの都のはしめより
 なれにけりともみゆる比かな
敷妙無枕
 
藤高経
③たえぬます
に
⑤のく
（ママ）
こひんかも
［歌題］荒玉月①あら
き
玉萩
の
 ②した葉もみちる
④月のは
へイ
ゆけは
 ⑤かせは
早
秋き
かか
せも
［歌題］荒玉無事
年
［作者］ナシ
②程にやかれし
 ④恋しきかけを
［歌題］鼻比立見人③まつら
（ママ）
しか
②こひつゝもおらん
 ④あけておちより
⑤すへなかるへし［歌題］…称左々波（■
証
）哥尽加
不
注（左注）
④つりす（る）あまの［歌題］伊曽ノ神奈良［作者］太輔
鶴見大学図書館蔵清輔奥書本『和歌一字抄』翻刻
一〇九
461 
1157 
夏のよはあふ名のみしてしきたへの
 ちりはらふまに明そしにける
用音哥
 
仁孝僧都
462 
1159 
けふそくをゝしまつきにてまさいませ」
（
62ウ）
花のさかりをこらんしつゝら
和音用訓哥
 亭花山之時遍昭詠之
子法皇幸於
463 
1160 
まてといはゝいともか こし花の山
 しはしとなかむ鳥のねもかな
隨使労詞哥今
ヲ馬
ト云
 
能宣
464 
1161 
なしといへはおしむかも やおもふらん
 しかや馬とそいふへかりける
詠物名用同名物哥題桂宮
 
源忠
465 
1162 
安藝くれと月のかつらのみやはなる」
（
63オ）
ひかりを花とちらすはかりそ
犯傍題哥
 三題水上秋月岸邊秋花
条太政大臣家哥會
 
兼盛
466 
1163 
紫の雲とそ見ゆる月かけに
 みつの面てらす兼盛きしのあき萩
和歌一字抄　　
已上九百三十首
 
 
予為助不肖之性
 聊抄出之」
（
63ウ）
 
 
而未切
不慮披露之間自及
 
 
射山之叡覧
 命云珎重書
［歌題］用寄
音
哥［作者］仁教俊
僧
中都
⑤こら
ラ
んしつゝも
［歌題］和哥
音
用似
訓
哥［歌題］…花山時…
④しはしとい
な
はか
む
 ⑤とりの音も願
（ママ）
［歌題］随便労詞哥［作者］能因［歌題］詠物名同名物哥題桂宮①秋くれと
 ④ひかりをた
は
まな
と
［歌題］…大臣哥合題水上秋
秋月
…
④みつの面てる［尾題］和歌一字抄■
　
已上九百三十首
＊日比野本奥書ナシ
一一〇
 
 
也
 但
　
御製相交尤不可
 且除
 
 
却之
 且廣撰定可上献
 依
 
 
勅命重加琢磨
 仁平四年孟
 
 
夏之比
　
奏覧之
 於以前流布
 
 
之本不可指南耳
 草案本
 
 
或貴所被召籠畢
 仍保元
 
 
二年五月下旬以或本書寫」
（
64オ）
 
 
之
 僻事等自以見直之
 銘心
 
 
之故也
 
 
　　　　　
藤原清輔撰之」
（
64ウ）
 
 
　　　　 　　
」
（遊紙三丁）
